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研究成果の概要（和文）：本研究では、製品の環境配慮設計がリサイクルの現場で活用可能であるのかを、解体
実証試験、関係主体へのヒアリング調査によって、解明することを目的とした。その結果、メーカーが想定する
環境配慮設計は、再資源化業における「リサイクル工程」によって活用可能（一部、活用困難）であることが理
解された。また、再資源化業が想定する「リサイクル」は、サーキュラーエコノミーをはじめとする資源循環に
関する政策、資源市況、リサイクル技術の高度化によって変化することから、メーカーが想定する環境配慮設計
が、廃棄段階の10年・20年後のリサイクルの現場で活用可能であるかは、製品企画時点で想定することは困難で
ある点も理解された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify whether DfE can be utilized in the 
recycling process through disassembly demonstration tests and interviews with related parties. As a 
result, it was understood that the DfE envisioned by manufacturers can be utilized or not, depending
 on the "recycling process" in the recycling industry. In addition, the "recycling" assumed by the 
recycling industry changes depending on policies related to resource recycling, including the 
circular economy, resource market conditions, and recycling technologies. Therefore, it is difficult
 to assume at the time of product planning whether the DfE envisioned by manufacturers can be 
utilized at the dismantling site in the disposal phase in 10 or 20 years.

研究分野： 会計学

キーワード： 環境配慮設計　会計学研究　使用済み製品

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、リサイクルの現場での環境配慮設計の活用可能性への理解を通じて、製品を作る責任と使う責
任に向けて、社会がどのように考えるのかを問うものである。本研究によって、「リサイクル」とは、政策・市
況・技術によって進められるものであることが理解された。メーカーとリサイクル業は、パートナーシップを絶
えず・継続的に構築し、メーカーとリサイクル業には、使用後のリサイクルも考えた製品のあり方、および消費
者・社会が「資源」についてどのように考えるかという「リサイクルの思想」も描いた製品の生産活動と再資源
化活動を行うことが求められる。そして、両者のパートナーシップの橋渡し役として会計学研究が求められる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
研究開始当初、研究代表者（木村）は、2008 年に、自動車メーカーによる「リサイクル設計」

に関する調査研究を行った。当時は、自動車メーカーと解体業者へのヒアリング調査を通じて、
必ずしもメーカーのいうリサイクル設計が解体現場において活用されてはおらず、むしろ、全部
再資源化（マテリアルリサイクルではなく廃車を電炉に投入してサーマルリサイクルを行う）に
向けてのリサイクル設計と考えられると結論付けた。 
しかし、上述の研究、および科学研究費助成事業（2013～2015 年度）「自動車静脈系サプライ

チェーンにおける MFCA の適用に関する研究」（研究代表者）において、解体業者の生産プロセ
スが低コスト・短時間で効率的に行われるためには、自動車メーカーによる DfE が大きく影響
しており、これらが解体業者の生産プロセスにおいて、どの程度、浸透しているのかを、明確に
すべきと考えるようになった。 
また、研究代表者（木村）が幹事を務める自動車技術会リサイクル技術部門委員会において、

自動車メーカーによる DfE が 2003 年を境に変化したとの報告を受け、DfE の境界年を考慮し
て、DfE を通じた動脈静脈産業との間のパートナーシップについて検討すべきと考えるように
なった。つまり、解体業者による作業性および分別精度の向上等のためには、①解体性（構成比
部品を車両から外せる）、②分離性（その部品を素材単位にばらせる）、③識別性（その素材の名
称がわかる）、④再利用性（その素材がリサイクルできる）という 4つの要素が重要である。こ
れらの要素は、自動車メーカーによる DfE に起因するものであり、果たして、自動車メーカー
による環境配慮設計が、自動車の再資源化に関与する解体業者、破砕業者、および ASR 再資源
化業者において役立つのかどうかを、DfE の境界年を考慮し解明すべきと考えるようになった。 
そこで、本研究では、これまで研究代表者（木村）が行ってきた MFCA による再資源化の可能

性に関する研究を発展させ、DfE を題材として、自動車メーカーと解体業者・破砕業者・ASR 再
資源化業者等によるパートナーシップの現状と課題を明らかにすることを課題とした。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、資源循環のために求められる動脈産業と静脈産業によるパートナーシップ
を、環境配慮設計（以下、DfE と言う）を題材として、実証することである。動脈産業としては
自動車メーカーを、静脈産業としては解体業者・破砕業者・ASR（自動車破砕くず）再資源化業
者等を想定し、会計学および環境経済学の観点から考察を行う。 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、自動車メーカーと、解体業者・破砕業者・ASR 再資源化業者等によるパートナー

シップが、DfE を通じて、どのように行われ、どのような課題があるのか（現状と課題）を、研
究期間内において明らかにする。研究代表者（木村）が会計学の観点から、研究分担者（外川）
が環境経済学の観点から、分担・連携して研究を進めた。 
本研究は当初 4 年計画を想定し、DfE を通じての動脈産業と静脈産業のパートナーシップの

現状と課題を明らかにするために、サブテーマ 1～9 を設定した。 
まず、環境報告書およびホームページから、トヨタ、日産、ホンダによる DfE を経年で整理

し、各社の DfE を比較検討する（サブテーマ 1）。そして、各社にヒアリング調査を行い、DfE の
開発状況、目的を整理し、各社の取組を明確化する（サブテーマ 2）。さらに、DfE に関する研
究成果を中間報告書としてまとめる。 
サブテーマ 1・2を踏まえて、DfE ではない車両（旧型）と DfE である車両（新型）への解体

実証試験の方法について検討をする（サブテーマ 3）。次に、実証試験において収集する物量デ
ータ・金額データ（MFCA）の検討と、解体作業実施者へ行うヒアリング調査の際に収集する定性
データの検討を行い、実証試験実施要領を作成する（サブテーマ 4）。そして、旧型と新型車両
の解体実証試験（サブテーマ 5）を研究協力者の工場において実施する。 
そして、解体実証試験から得られた MFCA に関するデータ、および解体作業者による評価デー

タを分析する（サブテーマ 6）。そして、DfE のうち易解体設計を優先できない要素とされる損
保による補修性評価と DfE（サブテーマ 7）について、損保協会と自研センターへのヒアリング
調査を主として、研究を行う。 
さらに、我が国のリサイクル政策、および自動車リサイクル法の現状と課題を整理する（サブ

テーマ 8）。 
解体実証試験による結果を受けて、自動車メーカー、および解体業者・破砕業者・ASR 再資源

化業者等へ、ヒアリング調査を行う（サブテーマ 9）ことで、自動車メーカーと解体業者等のパ
ートナーシップの現状と課題を明確にする。そして、最終報告書を作成する。 
 



 
４．研究成果 
 本研究では、管理会計のツールである MFCA を用いて、製品への環境配慮設計がリサイクルの
現場について活用可能であるのかを、解体実証試験、関係主体へのヒアリング調査によって、解
明することを目的とした。 
その結果、メーカーが想定する環境配慮設計は、再資源化業における「リサイクル工程」によ

って活用可能（一部は活用困難）であることが理解された。また、再資源化業が想定する「リサ
イクル」は、サーキュラーエコノミーをはじめとする資源循環に関する政策、資源市況、リサイ
クル技術の高度化によって変化することから、メーカーが想定する環境配慮設計が、廃棄段階の
10 年・20 年後の解体現場において活用可能であるかは、製品企画時点で想定することは困難で
あることも理解された。 
 以下、各年度における進捗と成果を詳述する。 
 
(1)研究初年度（2016 年度）： 
自動車メーカー3社について、各社のホームページおよび環境報告書等から、環境配慮設計に

ついて整理を行った（サブテーマ 1・2）。その結果、以下の 5項目が、自動車の環境配慮設計で
あるが、メーカーA社では 5項目全てを、メーカーB社ではフロントバンパとリヤバンパを、環
境・リサイクルに対する取り組みとして掲げており、メーカーC 社では 5 項目すべてについて、
不明であった。なお、研究成果については 2016 年 9月に学会報告を行った。 

・インパネワイヤーハーネス：低荷重破断アース端子の設定。引き剥がし紐の設定。 
・ドアトリム：引き剥がしポイントを設定・指かけ部位を設定。 
・フロントバンパ：引き剥がしポイントを設定。一体化、締結点数を削減。 
・リヤバンパ：締結点数を削減。車体へのネジ締結点数を削減。 
・燃料タンク：燃料タンク底面に抜き位置を表示。 

また、サブテーマ 3・4・5の解体実証試験を実施した。メーカーによる環境配慮設計が施され
ていると想定される新型車と、施されていないと想定される旧型車について、解体実証試験を実
施した。 
なお、当年度の研究を踏まえて、新素材（CFRP)に関しても情報の整理とメーカーへのヒアリ

ング調査を実施することとした。 
 
(2)第 2年度（2017 年度）： 
研究代表者（木村）は、サブテーマ 9に関して、解体業者への現地調査を中心に行い、DfE が

樹脂部品（バンパーとドアトリム）の回収時、および樹脂部品からの異物除去時に活かされてい
るかどうかを調査した。 
サブテーマ 8・9に関して、分担者（外川）は、自動車メーカーや、リサイクル業者へのヒア

リング調査を通じて、メーカーの易解体設計に関する取り組みの歴史的変遷と、解体業者へのメ
ーカーの取り組みへの反映について考察を行った。なお、OECD ガイダンスマニュアルの改訂に
伴い、易解体設計と関連が深い環境配慮設計全般の国際的動向と、わが国の政策的・経営戦略的
な変貌の有無に関しても調査を着手した。 
 
(3)第 3年度（2018 年度）： 
サブテーマ 9に関して、研究代表者（木村）は解体業者への現地調査を実施し、DfE が車両か

らの樹脂とガラス回収に活かされているかどうかを調査した。また、自動車メーカーと、DfE の
調査結果、およびメーカーの今後の方向性について意見交換を実施した。 
当年度は、家電にも着目し、サブテーマ 8・9に関して、分担者（外川）は、「家電リサイクル

の場合は製品そのものが家電メーカーの指定するリサイクル工場に収集されるため、環境配慮
設計が自動車の場合よりも、より易解体設計が反映される可能性が高い」という仮説を設定した。
そして、家電メーカーの環境配慮設計に関する取り組みについて、家電メーカーの X社（家電リ
サイクルの Aグループに所属）、および再資源化業者の Y社（家電リサイクルの Bグループに所
属）へのヒアリング調査を実施し、さらに資料の収集・分析を行った。 
 
(4)第 4年度（2019 年度）： 
サブテーマ 5・6 に関して、初年度に国内主要メーカー2 社の車両の解体実証試験を実施して

いるが、さらに他メーカーについても解体実証試験を行い、国内主要メーカー3社の車両につい
て比較検討を行う予定であった。しかし、外部要因（台風による被災）によって、協力企業にお
ける解体実証が困難となった。そこで、研究期間の延長を行い、2020 年度を最終年度（最終的
に 2021 年度へ延長）として研究を実施することとした。 
また、サブテーマ 9に関して、ガラス回収試験を実施している解体業者へのヒアリング調査に

よって、車両構造と廃ガラス回収率との関連を理解した。 
サブテーマ 8に関して、分担者（外川）は、自動車リサイクル法の 3回目の見直しに向けて、

ASR の再資源化の現状を把握し、改正の論点を明確にした。 



 
(5)第 5年度（2020 年度）： 
サブテーマ 5・6に関して、外部要因によって協力企業における「車両全て」についての解体

実証が困難となった。そこで、当年度では、解体対象を「車両全て」から「特定部品（樹脂・ガ
ラス）」へと変更を行い、解体試験を行うこととした。協力企業において解体実証試験を実施し、
マテリアルフローデータ（時間情報・物量情報・金額情報）の収集を行い、環境配慮設計のうち、
分離性に関して、活用可能性と効果を、「回収のし易さ」、「回収量」、「回収時間」から検証した。
また、自動車の範囲を、4輪車のみならず 2輪車へも拡げることとし、二輪車に関するリサイク
ルの状況を研究/調査した。 
サブテーマ 8に関しては、分担者（外川）は、自動車リサイクル法の見直しに際して、ASR 再

資源化の観点から制度の課題等を整理し、研究成果論文として公表した。 
そして、サブテーマ 9に関して、日本自動車リサイクル機構の会員企業を対象とした各種調査

を行うことで、同組織/業界との情報交換を積極的に実施した。 
 
(6)第 6年度・最終年度（2021 年度）： 
サブテーマ 5・6のうち、残された課題であった「特定部品（ガラスと樹脂）」を対象とした解

体実証試験を実施し、ガラスに関しては、メーカーによる環境配慮設計はガラスのメーカーを把
握することができる「マーキング」が唯一の環境配慮設計であり、識別性が原料回収時の品質保
持に向けた目安として機能しうることが把握された。しかし、分離性に関しては、環境配慮設計
は施されていないため、回収側の設備の工夫が必要であることが理解された。また、樹脂に関し
ては、車両からの取り外しに向けた易解体性が環境配慮設計として機能していることが把握さ
れた。たとえば、ドアトリムに含まれる「ピン」については手作業での回収がし易いことが理解
された。 
 そして、サブテーマ 9に関して、メーカー系のリサイクル研究所と、特定部品（ガラスと樹脂）
の実証試験データを用いて、オンラインでのディスカッションを実施し、メーカーが目指す環境
配慮設計と現場とのギャップが明らかとなった。 

（以上） 
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